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研究成果の概要（和文）：戦前期日本において行われた農家経済調査の個票をパネルデータ分析に耐えうるデータベー
スとして構築し、それに基づき現代経済学的アプローチでこの時期の農家経済を学際的に分析した。とりわけ、農家の
資産蓄積行動や人的資本投資行動などについて、農業経済学・開発経済学・経済史の視点から時代背景・社会制度も考
慮して総合的に研究を行い、これまでの開発途上国研究や戦前期日本農業に関する研究などで得られている知見と異な
る結果を得た。また、これらの研究成果を論文や学会発表の形式で公表した。   

研究成果の概要（英文）：We have constructed the database for the survey of Agricultural Household in the 
pre-war period (1931-41). The survey covers the same households over time, so that we can construct the 
panel data. Using this panel data, we have conducted the modern economic analysis for agricultural 
households with the interdisciplinary nature. In particular, asset accumulation and human capital 
investment of agricultural households are examined comprehensively from the view points of agricultural 
economics, development economics and economic history. We have obtained different results from the 
previous studies in development economics and economic history of the pre-war Japan. These results are 
presented in the academic conferences and published in refereed journals.

研究分野：計量経済学
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１．研究開始当初の背景 
戦前期日本において農業は重要な産業で
あったが、昭和恐慌や大凶作、戦争などの影
響を受けていた。当時の農家が直面していた
制度や時代背景、行動様式に関して、歴史研
究や開発経済学、農業経済学といった様々な
領域から学際的に分析を行い、混乱する社
会・経済状況の中での経済発展に関する知見
を得ることで、変化の激しい現代の日本や発
展途上国における経済発展に貢献すること
が期待されている。 
しかし、この時期の農家経済の実態は、主
に昭和恐慌の影響と絡めて多くの研究の対
象になってきたものの、生産・労働供給・消
費・貯蓄などの側面を、マイクロデータと現
代経済学的アプローチによって実証研究す
るという試みは、計量分析に利用可能な大規
模規模データベースが未整備であったこと
もあり、これまでほとんどなされてこなかっ
た。 
『農家経済調査』は農林省統計調査部が大
正 2年以後毎年行ってきた我が国の農家の経
営・経済活動に関する精緻な統計資料であり、
農家経済の全体像を把握することを目標と
してきた。この時期の農家経済に関するパネ
ル調査という意味でも世界的に貴重であり、
農家経済調査によって収集されたマイクロ
データのデータベース化が切望されている。 
 
２．研究の目的 
本研究は戦前の農林省統計調査部が行っ
てきた『農家経済調査』をデータベース化し、
現代的な経済分析手法を用いて、戦間期の日
本経済における農家経済の役割を多角的、学
際的に分析することを目的としている。従来
の農業史、経済史のアプローチとは違い、現
代経済学の手法や理論を用いて、戦間期の農
家が直面していた制度や行動様式を解明し、
現代の日本経済との対応、発展途上国の経済
への含意を正面から考えることに特徴があ
る。これらの目的を達成するために、経済史、
農業経済学、会計学、統計調査論、経済発展
論、計量経済学の専門家が集まった学際的チ
ーム編成を行っている。最終的に完成する
『農家経済調査』のデータベースは経済学界
へ公共財として提供される予定である。 
 
３．研究の方法 
(1)『農家経済調査』のデータベース化 
本研究課題において最も重要な『農家経済
調査』のデータベース化は、手書き個票の
整理に始まり、マイクロフィルム撮影、紙
焼き・製本、デジタル画像化、データ入力、
校閲・名寄せ・匿名化、といった作業に分
かれている。これまで継続して取り組んで
きた結果、本研究課題開始時にはデジタル
画像化まではほぼ完了し、また昭和恐慌後
戦時体制に突入するまでの時期（昭和六年
から十六年まで。なお『農家経済調査』は
調査設計の変更等によって時期が分かれ

ている。）に行われた調査について優先的
にデータ入力、校閲・名寄せ・匿名化作業
を進めてきた。本研究課題では、『農家経
済調査』のうち昭和六年から十六年までの
個票データを分析に利用可能な段階まで
作業を進め、また実際に分析をおこなうこ
とでパネルデータ分析に耐えうるデータ
ベースの構築方法を模索した。 
(2)データベースを用いた研究 
このデータを用いた具体的な実証研究と
して、農家経済に関わる多様な問題、労働
時間配分や教育・医療支出行動、資産蓄積
行動、生産関数推定などに関して実証的で
主にダイナミック（動学的）なアプローチ
で分析をおこなった。 
(3)その他社会制度に関する研究 
また、『農家経済調査』のデータベースを
利用した分析に資するべく、戦前期日本農
業や農村制度などに関する学際的研究を
行った。 
 
４．研究成果 
(1)『農家経済調査』のデータベース化 
昭和六年から十六年までの時期に関して
データ入力作業までは全都道府県分が完
了し、校閲・名寄せ・匿名化に関しても部
分的にパネルデータ分析に利用可能な段
階まで進行した。分析利用からのフィード
バックを基に調整を繰り返した結果、最終
的なデータベース形式を策定することが
できた。近く全都道府県分のデータを公表
することができるようになると想定され
る。 
(2)データベースを用いた研究 
データベースを用いた研究が行われ、論文
の他、学会や国際会議を通じて研究成果を
発表した。以下は主要な成果である。 
①昭和恐慌からの回復期における農業生
産関数の推定は主にマクロデータを基に
したものであり、推定技術上の制約も大き
かった。マイクロデータと最新の動学的パ
ネルデータ分析の手法を用い、先行研究が
依拠していた規模に関する収穫一定の仮
定が支持されないことを明らかにした。ま
た、生産技術的には 2ヘクタール近辺で経
営農地規模が最も効率的になるという結
果となった。これは昭和恐慌を契機として
自小作農（経営農地の 2割以上 8割未満を
自家所有している農家）が進展し大勢を占
めていき、経営規模が 2ヘクタール規模層
へ集中していくという中農標準化論と整
合的である。 
②昭和恐慌からの回復期における農家の
資産蓄積行動を分析した。昭和恐慌後、農
家は生産活動に用いる資産ではなくて現
金・準現金資産を蓄積したことを明らかに
し、現在の途上国ではバッファーとしての
資産と考えられる家畜に関してはそのよ
うな傾向は明確に表れなかった。家畜では
なく現金・準現金資産を蓄積したことは、



戦前期日本の農村部では金融制度が比較
的整っていたために、農家が現金・準現金
を通じて消費平準化を行えたことによる
ものと考えられる。また、生産活動に用い
る資産の蓄積が進まなかった理由として
は、戦時体制に突入したことによる農業へ
の労働供給の制限や心理的影響があった
ものと考えられる。 
③昭和恐慌からの回復期における農家の
人的資本投資行動（医療や教育に関する支
出）に対して、経済水準が与える影響を検
証した。医療費については短期の資産効果
が確認された。恐慌後に貯蓄を優先した家
計行動に起因するものと考えられる。また、
乳幼児期の医療ケアに男女間で差があっ
た可能性を指摘した。 
 教育費については短期・長期ともに資産
効果が認められなかった。さらに、農地所
有割合を基に区分すると、自作農（経営農
地の 8割以上を自家所有している農家）は
そのほかの農家と比較して教育支出が多
い傾向にあった。全体としては恐慌により
減少した教育への投資を再び増加させよ
うとするインセンティヴが働いていなか
ったものの、当時の社会制度上エリート層
が多く含まれていた自作農は教育への投
資効果に高い価値を認めていた可能性を
指摘した。 
(3)その他社会制度に関する研究 
戦前期日本農業や農村制度などに関する
学際的研究を行った。具体的な内容は「５．
主な発表論文等」で報告している通りであ
る。 
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